
����
�
�
�
�
�
� ���

�
�
�
�
�
�
�研

究
室
だ
よ
り

人
事寺

師
香
織
さ
ん
、
四
月
一
日
付
け
で
助
手
と
し
て
着
任
。

大
学
院
研
究
会
開
催

平
成
二
十
一
年
度
前
期
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
研
究
会

平
成
二
十
一
年
七
月
十
一
日
（
土
）

午
後
二
時
〜
四
時
半

本
館
三
六
二
教
室

中
国
に
お
け
る
日
本
現
代
文
学

大
学
院
研
究
生

徐

蕊

慣
用
句
出
現
形
の
制
約
に
関
す
る
研
究

博
士
前
期
課
程
二
年

今
和
泉
意
図
弥

丁
寧
さ
か
ら
み
た
「
〜
で
す
」「
〜
ま
す
」
の
使
い
分
け
に
つ

い
て
―
「
欠
席
で
す
」「
欠
席
し
ま
す
」
な
ど
を
例
に
し
て
―

博
士
前
期
課
程
二
年

増
澤

菜
摘

接
頭
辞
の
有
無
に
よ
る
語
の
意
味
・
用
法
の
違
い
に
つ
い
て

博
士
前
期
課
程
二
年

川
上
摩
里
子

研
究
生
一
名
と
、
修
士
論
文
の
執
筆
を
控
え
た
博
士
前
期
課
程
二

年
の
三
名
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
研
究
生
の
発
表
は
現
代
中
国

で
日
本
文
学
が
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
生
の
声
で
報
告

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
博
士
前
期
課
程
三
名
の
発
表
は
、
い
ず
れ

も
日
本
語
学
・
日
本
語
教
育
学
に
関
す
る
も
の
で
、
実
際
の
日
本
語

教
育
の
現
場
に
お
け
る
問
題
点
が
発
表
の
焦
点
と
な
る
な
ど
、
興
味

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

卒
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

池
田
三
枝
子
ゼ
ミ

八
月
二
十
四
日
（
月
）
〜
八
月
二
十
六
日
（
水
）

京
都
・
奈
良
（
合
宿
）

影
山
輝
國
ゼ
ミ

八
月
十
七
日
（
月
）
〜
八
月
十
九
日
（
水
）

箱
根
実
習
所
（
合
宿
）

栗
原
敦
ゼ
ミ

九
月
十
五
日
（
火
）・
九
月
十
六
日
（
水
）

学
内
（
発
表
会
）

佐
藤
悟
ゼ
ミ

九
月
十
六
日
（
水
）
〜
九
月
十
八
日
（
金
）

箱
根
実
習
所
（
合
宿
）

棚
田
輝
嘉
ゼ
ミ

八
月
十
四
日
（
金
）
〜
八
月
十
六
日
（
金
）

箱
根
実
習
所
（
合
宿
）
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福
嶋
健
伸
ゼ
ミ

九
月
十
六
日
（
水
）・
九
月
十
七
日
（
木
）

学
内
（
発
表
会
）

牧
野
和
夫
ゼ
ミ

九
月
一
日
（
火
）
〜
九
月
三
日
（
木
）

京
都
（
合
宿
）

山
内
博
之
ゼ
ミ

九
月
十
四
日
（
月
）
〜
九
月
十
六
日
（
水
）

箱
根
実
習
所
（
合
宿
）

横
井
孝
ゼ
ミ

九
月
六
日
（
日
）
〜
九
月
九
日
（
水
）

京
都
（
合
宿
）

夏
期
休
業
中
に
卒
論
ゼ
ミ
合
宿
・
研
究
発
表
会
が
以
上
の
日
程
で

行
わ
れ
た
。

〈
編
集
後
記
〉

大
学
教
育
を
担
当
し
て
以
来
、
初
め
て
専
門
以
外
の
教
科
を
教
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。「
初
年
次
教
育
」
と
し
て
、
新
入
生
に
ノ
ー
ト

の
取
り
方
や
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
な
ど
を
教
え
る
の
で
あ
る
。

難
渋
し
た
が
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
反
省
す
る
よ
い
機
会

に
な
っ
た
。

昔
は
ノ
ー
ト
の
取
り
方
は
自
分
で
工
夫
し
た
し
、
レ
ポ
ー
ト
・
論

文
の
書
き
方
は
先
生
や
先
輩
た
ち
の
や
り
方
を
横
目
で
見
て
覚
え
た

も
の
だ
。「
藝
は
人
か
ら
盗
み
、
自
分
で
工
夫
す
る
も
の
だ
」
と
さ

る
高
名
な
噺
家
が
言
っ
て
い
た
が
、
何
事
で
も
人
か
ら
手
取
り
足
と

り
教
え
て
も
ら
っ
て
、
簡
単
に
手
に
入
れ
た
も
の
は
身
に
附
き
難
い
。

院
生
た
ち
も
ま
す
ま
す
自
ら
創
意
工
夫
し
て
、
す
ぐ
れ
た
内
容
の

論
文
を
書
く
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
影
山
輝
國
）

平
成
二
十
一
年
度
前
期
号
に
あ
た
る
、
第
七
十
六
号
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
今
号
も
、
古
典
文
学
か
ら
現
代
文
学
ま
で
の
論
文
や
翻

刻
、
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
、
幅
広
い
分
野
か

ら
の
研
究
成
果
が
集
ま
り
ま
し
た
。

昨
今
、
大
学
教
育
の
厳
密
化
が
進
み
、
や
や
息
苦
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
き
と
し
て
そ
れ
は
、
研
究
へ
の
圧
迫
と
も
な

り
か
ね
な
い
の
で
す
が
、
本
学
科
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
感
じ
さ

せ
な
い
、
旺
盛
な
研
究
意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。

後
期
は
二
回
の
特
別
講
演
会
、
ま
た
例
年
ど
お
り
の
後
期
大
学
院

研
究
発
表
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
後
半
も
、
倦

む
こ
と
な
く
教
育
と
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
植
田

麦
）
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